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1. (a) p1 · x1 + · · ·+ pM · xM = p1 · ω1 + · · ·+ pM · ωM + θ1 · π1 + · · ·+ θK · πk.
(b)

L =u(x1, . . . , xM ) + λ{p1 · ω1 + · · ·+ pM · ωM + θ1 · π1 + · · ·+ θK · πk
− (p1 · x1 + · · ·+ pM · xM )}

(c) 一階の条件群は以下のようになる。
∂L
∂x1

= MU1 − λp1 = 0

∂L
∂x2

= MU2 − λp2 = 0

· · ·
∂L
∂xM

= MUM − λpM = 0

λを消去すると
λ =

MU1

p1
=

MU2

p2
= · · · = MUM

pM

この条件は財の数が２でなくても使えるので覚えておくとよい。
2. (a) 第１財を投入して第２財を生産している。

(b) 第 1財の量を z1 = −y1と書き換えておく。利潤を最大にするにはぎりぎりの y2 = 3(z1)
2
3 で

生産することから企業の利潤を z1だけの関数にできて

Π = 1 · y1 + p · y2 = −z1 + p · 3(z1)
2
3 .

これは z1に関して上に凸な関数なので z1について微分して

Π′ = 1− 3p
2

3
(z1)

− 1
3 = 0

となるところで最大になる。これを解いて、利潤を最大にする第１財の量は

z∗1 = (2p)3 = 8p3.

あるいは
y∗1 = −8p3.

このどちらでも正解とする。このときの利潤は

Π∗ = −z∗1 + p · 3(z∗1)
2
3 = −8p3 + 3p(8p3)

2
3 = −8p2 + 12p3 = 4p3.

(c) 1 · xA1 + p · xA2 = 1 · 44 + a · 4p3.
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(d) 1 · xB1 + p · xB2 = 1 · 44 + (1− a) · 4p3.
(e) さっそく貨幣で測った限界効用均等を使ってみよう。（と言っても、限界代替率イコール価格
比でも同じ。）

MUA
1

1
=

MUA
2

p
⇐⇒ (xA2 )

4 =
(xA1 ) · 4(xA2 )3

p
⇐⇒ pxA2 = 4xA1 .

これを (c)の予算制約式に代入して

xA1 + 4xA1 = 44 + 4ap3 ⇒ xA∗
1 =

1

5
(44 + 4ap3).

（ここでは無理に約分しないのがポイント。）
(f) 同様に

MUB
1

1
=

MUB
2

p
⇐⇒ (xB2 )

4 =
(xB1 ) · 4(xB2 )3

p
⇐⇒ pxB2 = 4xB1 .

(d)の予算制約式に代入して

xB1 + 4xB1 = 44 + 4(1− a)p3 ⇒ xB∗
1 =

1

5
{44 + 4(1− a)p3}.

(g) 素直に誘導に乗って第１財市場の需給一致を考える。（ワルラス法則により第２財の需給一致
は満たされるのでこれだけでよい。興味がある人は第２財市場の需給一致でもやってみると
よい。）

xA∗
1 + xB∗

1 = ωA
1 + ωB

1 + y∗1

⇐⇒ 1

5
(44 + 4ap3) +

1

5
{44 + 4(1− a)p3} = 88− 8p3

⇐⇒ (44 + 4ap3) + {44 + 4(1− a)p3} = 5(88− 8p3)

⇐⇒ 88 + 4p3 = 5 · 88− 40p3

⇐⇒ 44p3 = 4 · 88
⇒p∗ = 2.

(h) 競争均衡におけるAさんの効用を調べるため、p∗ = 2のときの各財の需要量を求める。

xA∗
1 =

1

5
(44 + 4a23) =

44 + 32a

5
.

pxA2 = 4xA1 より
xA∗
2 =

4

2
· 1
5
(44 + 4a23) =

88 + 64a

5
.

xA∗
1 と xA∗

2 を効用関数に代入して、

uA(x
A∗
1 , xA∗

2 ) =
(44 + 32a

5

)
·
(88 + 64a

5

)4
各財の需要量が aの増加関数であるから、この形の効用も aの増加関数である。（微分して調
べても、もちろんよい。）つまり利潤に対する請求権が高まればAさんの所得が増え、効用は
高まる。このようにモデルのパラメターの変化に対する均衡やその性質の変化を調べること
を比較静学という。
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